
一般社団法人 岩手県労働者福祉協議会

＊総 評＊

例年よりも品数が増えたと聞きました。賞の数がもう少し多ければ、賞を差し
上げたい人が多いです。20 号以上の作品に良い作品が多いと思いました。それ
ぞれの方の主題や手法を大切にして下さい。

第３７回岩手県勤労者美術展  審査評

開催期間   ２０１８年１１月 ８日(木) ～ １１日(日)

表彰式  ２０１８年１１月１１日(日)午後１２時３０分～  盛岡市民文化ホール･展示ホール

<<絵画の部>> 出展数 ６３点           審査員：種
たね

倉
くら

紀
のり

昭
あき

氏

賞 氏   名 作  品  名 作    品    評

岩手県

知事賞
菅原 東一郎 残雪の集落

抑制された色彩で切れ味の良い筆
触の表現が力強い。

優秀賞 平野 展子 新しい命
大きな構成で、新しい芽吹きを的確
に描いている。

奨励賞 佐藤 英子
Ｗｏｒｋ2018

－『深層心理』

題名の如く、人間の表層の明るさの
陰にある不条理やユーモアを良く
表現している。

奨励賞 大澤 和江 谷川晩秋
太い線の構成が抽象的表現になっ
て躍動感がある。

佳  作 伊藤 勇 斜 陽
根雪のある早朝(か夕方)の川べり
の斜陽のあたる風景を観察力鋭く、
良く表している。

佳  作 荒井 賢二 夏休み
細密画的表現でＳＬと子どもたち
を的確に描いている。

佳  作 浅利 文子 午後のアトリエ
白抜きの技法を巧みに使ったさわや
かな水彩、静物画である。

佳 作 浅沼 正夫 白い天使
東南アジアの仏教遺跡のひとこま
を着実に水彩で描いている。

佳 作 上野 仁志 ケルン大聖堂

第二次大戦の連合軍の反攻で破壊
されたドイツのケルンの街と大聖
堂。よみがえった大聖堂と街の夜景
が丁寧に美しく描かれている。

審査員

特別賞
細川 幸子 冬の渓谷

何よりも色彩感覚が生き生きとし
た風景、油彩画であると思う。



一般社団法人 岩手県労働者福祉協議会

＊総  評＊

皆さんの作品、すべて素晴らしいと思います。自分には真似ごとさえ出来ませ

ん。

第３７回岩手県勤労者美術展  審査評

開催期間   ２０１８年１１月 ８日(木) ～ １１日(日)

表彰式  ２０１８年１１月１１日(日)午後１２時３０分～  盛岡市民文化ホール･展示ホール

<<その他の部>>（切り絵） 出展数 ２４点     審査員：種
たね

倉
くら

紀
のり

昭
あき

氏

賞 氏   名 作  品  名 作    品    評

特別賞 坂下 栄次郎 鹿踊り（三頭）
絵の迫力はともかく、大変な手
間がかかっていると思いまし
た。



一般社団法人 岩手県労働者福祉協議会

＊総  評＊

応募数は昨年とほほ変わりなく、応募者も毎年出品している人は出品してい
る。一人二点出していても一点に絞りました。ベテランはそれなりに良く、そう
でない方は、比較すると差があって入賞に入れ難く、しょうがないことです。

第３７回岩手県勤労者美術展  審査評

開催期間   ２０１８年１１月 ８日(木) ～ １１日(日)

表彰式  ２０１８年１１月１１日(日)午後１２時３０分～  盛岡市民文化ホール･展示ホール

<<写真の部>> 出展数 ９１点       審査員：小川
お が わ

文男
ふ み お

氏

賞 氏   名 作  品  名 作    品    評

岩手県

知事賞
福盛田 弘 幽玄桜

これ以上省略出来ないギリギ
リ迄の画面構成は美事という
外ない。

優秀賞 福盛田 美奈子 厳寒に生きる
寒立馬の写真は沢山見ている
が、｢生きる｣というテーマが凄
く感じられる。

奨励賞 板垣 弘清 星降る高原
下部の山なみの出し方、星のナ
ナメからの流れお見事です。

奨励賞 照井 俊男 わんこそば大会
男の顔とワンを持った手の位
置がとても良い。

奨励賞 北井崎 昇 伝統魂
滝の落ちる力と男達の力のあ
る顔が良い。

佳  作 及川 茂輝 一 瞬
実像と虚像との対比、背景処理
申し分ない。

佳  作 山田 惠子 待ってました！
カヤブキ屋根の民家の前を通り、
踊りの為に正面に向かっている様
子。いいプリントです。

佳  作 中川 亮 熱 闘
馬と人間の大きさが迫力のあ
る写真となった。

佳 作 小野 日和 ｢集い｣
観光客の会話が自然でいい。右
の女性の手ブレが良い。

佳 作 佐々木 律子 奪い合い
タテ位置が非常にいいタイミ
ングで捉えられている。

親子

ふれあい賞
伊藤 憲子 ｢ユキとアオ｣

白と黒の馬を大胆な構成で美
事に写真化している。

親子

ふれあい賞
大槌 國雄 てんでに

三人三様で面白い。親子ではな
いかもしれないが、いい写真な
のでここに入れました。

審査員

特別賞
君塚 みつ子 夕日の戯れ

上位に入れてもいいぐらい優
秀な作品でした。(写歴を聞きた
い)



一般社団法人 岩手県労働者福祉協議会

＊総  評＊

大作から日常楽しめる作まであって、とても充実した作品がそろった展覧と
なった。個々の作品の充実ぶりが特筆される。普段鍛錬している自分の得意な
形式、作品傾向からこの機に新しい試みに挑戦する気持ちももてる機会と思う
ので、ぜひ新しいものにこれから取り組んでいってほしい。次回を期待したい。

第３７回岩手県勤労者美術展  審査評

開催期間   ２０１８年１１月 ８日(木) ～ １１日(日)

表彰式  ２０１８年１１月１１日(日)午後１２時３０分～  盛岡市民文化ホール･展示ホール

<<書道の部>> 出展数２６点           審査員：吉田
よ し だ

晨風
し ん ぷ う

氏

賞 氏   名 作  品  名 作    品    評

岩手県

知事賞

小岩 佳代

（萌春）
新古今和歌集より

かな独特の流麗な自然な運筆が
心地よいリズム感と重なり細字
ながら大きな世界をつくってい
る。行間の間がすばらしい。

優秀賞
木内 淳子

(汀鷺)
氾準詩 松蘿谷

めりはりのある筆の動きの音が
聴こえるような作品。行草作品
で隅々まで行く届くような筆の
使い方が印象的である。

奨励賞 西田 綾子 よもすがら

前半部分を静かにまとめ、後半
は大胆な筆の使い方で、動き大
きく、気迫もこもって全体の静
と動がわかりやすく表現されて
いる。見て楽しい作品構成とな
っている。

佳  作
田之岡 由美子

（青桂）
朱彝村詩

半切ながら全体のまとめ方、山
場の作り方などよく鍛錬された
跡が表現にあふれている。

佳 作
滝村 未央

（沙央）
白居易詩 宿樟亭駅

動きが大きく、自分のリズム感
で書かれ、作者の気迫が伝わっ
てくる作品。

佳 作
佐々木 光子

（洸翠）
呉統持詩

澄んだ線で丁寧に運筆され、よくま
とまった作品。

審査員

特別賞

大矢 幸一

（瑞峰）
李白詩･峨眉山月歌

隷書に意表をつく渇筆を多様し
た規模の大きい作品。余白をあ
えて少なくし、線質、構成とも
に新しい意欲を感じる。


